
 

 

 

 

 

 

「成功」の反対は……挑戦しないこと 

校長  二 瓶  亮  
 

今年のノーベル自然科学３賞のうち、ノーベル化学賞に京都大学特別教授の北川進氏、ノーベル生理

学・医学賞に大阪大学特任教授の坂口志文氏の２名の日本人の受賞が決まりました。両名とも長年にわ

たる研究の成果が認められての受賞ということでしたが、ここに至るまでは相当の苦労があったといわれて

います。北川教授の研究の成果は海外の学会であからさまに否定されたこともあった、坂口教授の研究は

それ自体が理解されず、周囲から奇異の目で見られたこともあったなど、途中で諦めてしまってもおかしく

ない状況だったようです。しかし、お二人とも粘り強くひたすらに信念を貫き、失敗や成功を繰り返しながら

研究を続けて、人類の未来に明るい希望を与える研究成果を残すことになりました。同じ日本人として誇り

に思うのと同時に、諦めない力のすごさを感じました。  

私は、お二人のエピソードから加賀乙彦氏（作家、精神科医）の著書『不幸な国の幸福論』の中で語ら

れていた「成功」の反対は何か？という話を思い浮かべました。「成功」の反対はと聞かれたら、多くの人が

「失敗」と答えると思います。しかし、加賀氏はその著書の中で「言葉の意味だけをとらえるなら、『成功』そ

の反意語は『失敗』となるが、「成功」という言葉の前に「人生で」を付けたら違う答えになる。『人生で成

功』の反対の意味は『チャレンジしないこと』である」と述べています。さらに、加賀氏は「若い人たちには失

敗を恐れず挑戦してほしい。傷つくことを恐れず人と深く関わり、希望をもって世界を広げていってほしい」

とも述べています。実は、先に紹介した北川教授も若者たちへのメッセージとして「他人がどうこうではなく、

諦めず、ますますチャレンジ精神を持ってやってもらいたい」と言っています。「挑戦」「チャレンジ」すること

は、まさにこれからの時代を自分らしく生き抜くために必要な姿勢だと感じます。川中生にもぜひ、昨日の自

分を超える挑戦を日々し続ける姿勢をもって学校生活を送ってほしいと思います。  

中学校には様々な意見や考え方を持った生徒が通ってきています。

１つの課題、１つの行事に取り組むときにもそれぞれの向き合い方があ

ります。活動していく中で当然、衝突が起きます。また、何かに挑戦して

いくときに自分の思い通りの結果が得られないことも起きます。川里中

学校ではそういう状況の中で「折り合いを付ける力」「失敗から学ぶ

(立ち直る)力」が付くよう、教育活動を展開し、生徒を支援するように

取り組んでいきます。本校の教職員は温かく、熱心です。保護者や地域

の方々も本校の教育活動を支えてくれています。このような恵まれた環境の中で、川中生にはいろいろな挑

戦をすることで自分の強みを見つけたり、心や体を鍛えたりしながら自らの力で未来を拓いて人生を創って

いく、中学校をそんな経験を積む場として活用してほしいと願います。今後も、挑戦し続ける川中生を信じて

見守る、陰で支える協力体制を家庭・地域と学校で作っていくことをお願いします。 

令和７年 10月 3１日 
第 ７ 号  川里中だより 

自ら学ぶ力と人間性を高める生徒を育成する川里中 

ホームページ: https://kawasato-j-konosu.edumap.jp/ 

学校ＨＰ 

https://kawasato-j-konosu.edumap.jp/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川　里 ３－０ 加　納

川　里 ０－３ 宮　内

川　里 ０－３ 小　針

川　里 ０－３ 桶川東

川　里 ２－３ 鴻　巣

ベスト４

１回戦 川　里 １－２ 加　納

１回戦 川　里 41-39 加　納

２回戦 川　里 47-63 宮　内

１回戦 川　里 38-84 桶川西

ベスト８ 堀内　悠櫻

ダブルス

新人兼県民総合スポーツ大会北足立北部班大会結果

団体戦

予選

リーグ

団体戦

予選

リーグ

剣　道
個人戦

県大会出場！

佐藤　芙香　　櫻井　結唯

県大会出場！

団体戦

★ 第６６期 生徒会執行部役員 ★ 

いよいよ、新生徒会始動です。活躍を期待しています！ 

会 長 村上 凛花（２年） 

副会長 秋山 彩心（２年） 武井 陽万莉（１年） 

書 記 湯本 絢子（２年） 相上 恵舞（１年） 

会 計 山田 悠仁（１年）  

 

１１月１日は 「彩の国教育の日」 
 埼玉県では、教育に関する理解を深めていただくため、

１１月１日を「彩の国教育の日」、１１月１日から７日

までを「彩の国教育週間」としています。 

 期間中は、県や市町村、学校、社会教育 

施設、各種団体等で、学校公開や親子向け 

体験教室などの事業が多数実施されます。 

 この機会に、事業へ参加して理解を深め、身近な人と

「自然」「人」「本」「家族」「地域」の大切さや思い

出について語り合ってみませんか。詳しくは、埼玉県ホ

ームページの各サイトをご覧ください。 

 

本校の取組 11/4      校内合唱コンクール 

      11/5・６・７ 授業公開（２・３校時） 

日 曜 予　　定　 ●数字 は 校時 部活

1 土 彩の国教育の日　     彩の国教育週間  ～11/7

2 日 北辰テスト

3 月 文化の日

4 火 校内合唱コンクール ×

5 水
３年 三者面談 ／ １・２年 二者面談

授業公開❷❸　４時間授業
×

6 木
授業公開❷❸

３時間授業・給食 → 下校
×

7 金
３年 三者面談 ／ １・２年 二者面談

授業公開❷❸　４時間授業
○

8 土 　

9 日 かわさとフェスティバル（ボランティア参加）

10 月
３年 三者面談 ／ １・２年 二者面談

４時間授業　口座振替日
○

11 火 ○

12 水 市内小中学校音楽会（代表学級が出場） ×

13 木 ○

14 金 県民の日　学校閉庁日

15 土

16 日 花久の里庭園まつり（吹奏楽部参加）

17 月 ３年期末テスト ×

18 火 ３年期末テスト ○

19 水 ふれあい講演会（全学年）❺❻ ×

20 木 第２回学校運営協議会 ○

21 金 生徒朝会（後期委員長紹介） ○

22 土 鴻巣市美術展～23

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火
全校朝会

後期川里中人権期間～９日
○

26 水 期末テスト前部休　～12/3 ×

27 木
特別日課

川里地区なかよし交流会（ゆりのき学級）
×

28 金 ×

29 土

30 日

2 火 １・２年期末テスト

3 水
１・２年期末テスト

薬物乱用防止教室❺　専門委員会

8 月 ３年三者面談　～12/12

10 水 １年保護者会（スキー教室説明会）

11 木 ２年保護者会

22 月 給食最終日

24 水 終業式　３年通知書配付

25 木 冬季休業日　～1/7

１１月の教育活動予定

＜12月の主な予定＞ ※変更になる場合があります


